17　 一斉送信によるいじめが起きたらどうしますか？
 (
あれっ？？・・・クラスメイトの様子がおかしい
。どうしてなんだろう！？
)



· 問題
「今日もいつものところに行こう」。学校が終了し、はなたちは通いなれているお店へと足早に向かう。そこではなたちは、おたがいの好きな人のことで話が盛り上がっていた。
次の日、学校に行くとはなを見て、クラスメイトがひそひそと話を始める。昨日お店で話をしていた親友が近づいてきて「昨日聞いた話さぁ、イケてると思ってクラスのみんなにメールしちゃった」と話してきた。どうやら昨日はなが話をしているときに、親友の1人が動画を撮っていたようだ。

· 解決する方法・考える視点
この事例で問題となる視点は、はなの同意なしに勝手に動画を撮影していたこと、その撮影した動画をクラスメイトに送信していたことにあると考える。
現代では、携帯電話が通話やメールだけでなく、カメラや音楽、おさいふなどのさまざまな機能を持ち合わせており、私たちの生活にとって欠かすことのできない存在であるとともに、いつでもその機能を活用することができる手軽さから安心感へとつながっているように思う。相手の同意なしに勝手に写真や動画を撮影すること、さらに撮影された画像を他者に送信することは、盗撮であり犯罪となることをきちんと理解させ、個人情報の保護やプライバシーの権利・携帯電話のカメラ機能について、正しい知識を身につけることができるように指導していく必要がある。また、盗撮をされることでその人がどのような気持ちになるのか、個人はもちろんクラス全体で考えることのできるような機会(グループディスカッションなど)を設けることも大切である。

· 対策案
1 クラスの生徒たちの携帯電話のメールやカメラ機能の使用状況についてアンケートをとり実態を把握する
2 盗撮をされたり、自分の話したことなどがいたずらによって多くの人に知られることについて、どのような気持ちになるのか、それぞれの生徒が考えてみる
3 アンケート結果と今回の事例、②で考えたことをもとに、携帯電話の使用上のマナーについてグループディスカッションをする
4 携帯電話の使用上のマナーについて全体で意見を共有し、盗撮は犯罪となること、個人情報の保護やプライバシーの権利のこともきちんと交えながら情報を提供する
5 ①～④をもとに携帯使用の使用について感じたことや考えたことなど、感想を書いてもらう





